
一
九
五
三
年
（
昭
和
二
八
）
に
は
、
家
庭
一

「
奈
良
県
家
庭
薬
振
興
推
進
審
議
会
」
が
設

の
職
員
が
奈
良
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
。

斡
旋
、
全
国
的
な
宣
伝
、
薬
事
指
導
所
の
拡
充
な
ど
で
あ
る
。

栽
培
の
実
施
指
導
な
ど
に
つ
い
て
の
こ
と
が
協
議
さ
れ
、
業
界
の
発
展
に
大
き
な
役
割
り
を
果
し
た
。

県
は
さ
ら
に
、
一
九
五
一
年
（
昭
和
二
六
）
に
県
政
振
興
四
か
年
計
画
を
策
定
し
へ
家
庭
薬
業
振
興
対
策
が
明
示
さ
れ
た
。

対
策
の
中
味
は
、
こ
の
年
を
初
年
度
と
し
て
、
四
か
年
計
画
で
あ
る
。
生
産
額
で
は
初
年
度
の
八
億
円
か
ら
九
億
円
を
目
標
に
し
、
計

画
最
終
年
の
一
九
五
四
年
（
昭
和
二
九
）
度
は
二
○
億
円
の
生
産
額
を
目
ざ
す
も
の
で
あ
る
。

配
置
員
の
数
は
、
対
策
初
年
次
は
延
六
○
○
○
人
を
目
標
に
し
、
最
終
年
に
は
一
万
人
を
目
標
と
し
て
い
る
．

助
成
の
主
な
も
の
は
、
工
場
経
営
の
合
理
化
、
原
料
、
副
資
材
の
共
同
購
入
、
生
産
管
理
指
導
、
従
業
員
の
教
育
指
導
、
生
産
金
融
の

｜
委
嘱
さ
れ
た
一
委
員
は
県
知
事
の
諮
問
に
応
じ
て
、
家
庭
薬
の
振
興
計
画
を
立
て
県
知
事
に
建
議
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
一
九
五
四
年

（
昭
和
二
九
）
に
は
「
奈
良
県
家
庭
薬
配
置
指
導
員
設
置
要
綱
」
が
設
置
さ
れ
、
県
側
と
配
置
員
と
の
連
絡
・
指
導
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

一
九
五
五
年
（
昭
和
三
○
）
の
生
産
総
額
は
八
億
二
四
○
万
円
、
一
九
五
八
年
（
昭
和
三
三
）
は
一
○
億
一
八
三
五

医
薬
品
生
産
額

万
円
、
一
九
六
一
年
（
昭
和
三
六
）
は
三
億
六
三
七
三
万
円
、
一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
）
に
は
一
七
億
七
一
○
二

２
成
長
時
代
の
薬
業

家
庭
薬
の
振
興
を
推
進
す
る
た
め
、
奈
良
県
知
事
の
諮
問
に
応
じ
て
、
そ
の
計
画
の
樹
立
の
た
め

が
設
置
さ
れ
、
学
識
経
験
者
・
家
庭
薬
関
係
業
者
・
県
議
会
議
員
・
関
係
行
政
機
関
の
職
員
、
県
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第7章第二次世界大戦後の薬業

あ
る
。

編
顎
織
灘
躍
玲

一
九
五
五
年
（
昭
和
三
○
）
の
配
置
従

配
置
従
事
者
数

事
者
総
数
は
四
二
九
二
人
、
二
○
歳

未
満
の
青
年
が
三
二
六
人
、
六
○
歳
代
の
人
は
、
わ
ず
か

三
一
人
で
あ
っ
た
。
一
九
五
八
年
（
昭
和
三
三
）
は
総
数

四
九
二
七
人
、
う
ち
二
○
歳
未
満
の
青
年
は
少
し
減
り
二

四
八
人
、
反
面
六
○
歳
の
人
が
急
増
し
三
四
八
人
。
一
九

六
一
年
（
昭
和
三
○
に
は
、
総
数
が
最
高
の
五
五
一
六

人
、
二
○
歳
未
満
の
青
年
は
少
し
増
え
、
六
○
歳
の
人
は

四
五
○
人
と
大
き
く
増
え
た
。
一
九
六
四
年
（
昭
和
三
九
）

は
総
数
四
二
八
九
人
と
大
き
く
減
少
し
た
。
二
○
歳
未
満

の
青
年
は
大
き
く
減
り
七
六
人
と
な
り
、
六
○
代
の
人
は

四
一
五
人
と
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
に
至
っ
た
の
で

万
円
と
順
調
な
推
移
を
示
し
て
い
る
。

配
置
従
事
者
数
は
、
一
九
六
一
年
（
昭
和
三
六
）
の
五
五

一
六
人
を
ピ
ー
ク
に
、
今
日
ま
で
減
少
し
つ
づ
け
て
い
る

裏
不
良
県
薬
業
史
』
資
ざ

酋

医薬品生産額の推移表

（単位億円）

配置従事者数の年代別推移
、
‐
／
０

人
０
く
５１

稗
207

、
、
ノ
０

仏
“１

(640

(630

(468

(293

（145

(2）

(人）
500

一
《
叩
ｕ
一

《
》
■
】

（
昭
和
別
）

一
九
八
五
年

（
昭
和
釦
）

一
九
五
五
年

（
昭
和
網
）

一
九
六
五
年

（
剛
和
釦
）

一
九
七
五
年

へ へ へ

九 昭九昭九昭
五和六和七和
五30五40ブL54
年､-′年､-'年､-′

(『奈良県薬業史・資料編I

※1975年数字不明

（
昭
和
的
）

一
九
八
五
年

(『奈良県薬業史・資料編』

p.34～38)

p､44）
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一
九
六
○
年
（
昭
和
三
五
）
末
の
時
点
の
奈

良
県
配
置
従
事
者
は
、
延
人
員
で
県
内
四
七

○
○
人
、
県
外
四
七
一
人
で
あ
っ
た
。
県
外

居
住
配
置
員
の
分
布
は
表
１
、
県
内
居
住
配

置
員
の
市
町
村
別
人
員
は
表
２
で
、
年
齢
別

配
置
員
数
は
、
表
３
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

犀
表1 奈良県外居住配置員分布

青森4

~‐‐‐~‐1‐‐‐．．、

秋田I岩手

1018

山形：宮城

9：5

扇可雫
i&*fii&m

山口j10:4
2『~….i､.…

|職11

10

長崎|佐賀|福岡

"I4j5
:i
．…+,…
熊本I大分
29：6

'一一●勺一画■I・凸一●●｡●

鹿児島I宮崎
iO

riisis

唖
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第7章第二次世界大戦後の薬業

表2市町村別配瞳員数（1960年）

ｽー 薮｜市町村別|人数

赫驚
市町村別｜人数

蒙良県|:剛
町
村
村
町

奉
西
宅
犀
栂

大
川
三
田

10

磯
城
郡

奈良市

大和高田市

大和郡山市

天理市

橿原市

桜井市

五条市

御所市

小計

“
’
一
Ｒ
）
（
５
Ｆ
○
・
雪
４
｜
・
４
－
一
（
Ｕ
一
○
一
》
ワ
０

口
Ⅱ
ユ
（
〕
》
心
『
）
（
〕
》
〈
ｍ
ｖ
－
ｈ
》
毎
″
０
万
″
０

の
〃
臼
《
〕
》
○
一
日
△
ハ
く
一
》
ｏ
ｎ
〉

７
９

１
２

○
ダ
ｑ
》

分
、
》
ヴ
ー

１
１

野迫川村

大塔村

十津川村

吉野町

大淀町

下市町

黒滝村

西吉野村

天川村

下北山村

上北山村

川上村

東吉野村

小計

一
『
■
■
一
一
”
二
一
口
■
⑨
色
・
－
４
－
⑥
ｌ
Ｊ

４
犯
垂
一
《
〕
》
一
の
べ
》

１

大宇陀町

菟田野町

榛原町

室生村

曽爾村

御杖村

小計

貝
〕
１
人
ｎ
Ｕ
１
上

１

市 吉
宇
陀

野
1

18

郡

|月小調許烏’
添
上
郡 郡新

当
上
王
広
香
河

民
》
Ｒ
）
１
且
Ｑ
》
Ｑ
ｕ
ｏ
○

《
ｍ
Ｕ
ｎ
叩
》
の
べ
》
の
夕
窒

Ｑ
》
１
人

庄
麻
牧
寺
陵
芝

町
村
村
町
町
町
村

1：
山
辺
郡

都祁村

山添村

小計 888

城
郡

生駒町

平群村

三郷村

斑鳩町

安堵村

小計

生
駒
郡

合

小計 481

表3配置員年齢別数（1960年）

'2．歳代|"誠’澱 20歳
未満

ノ、

246

4職代50歳代60歳代｜計｜合計

人
記
兜

８
人
伽
両
７
４

１
４

人

930
人

329
人

1,053
人

1,314県内居住者

県外居住者

人

5,171
59109541881112

(昭和弱年『奈良県薬噸年報』
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昭
和
三
四
年
の
奈
良
県
で
は
、
昭
和
三
四
年
、
「
県
の
振
興
対
策
」
を
発
表
し
た
。
こ
の
中
の
配
置
家
庭
薬
に
つ
い
て
の
事
項
の
承

県
の
振
興
対
策
と
り
上
げ
る
。

二
家
庭
薬
の
販
路
拡
張
対
策
に
つ
い
て

販
路
の
拡
張
は
宣
伝
広
告
、
配
置
員
の
優
良
化
と
そ
の
増
加
養
成
に
あ
る
。

一
家
庭
薬
生
産
増
強
策
に
つ
い
て

Ｈ
優
良
配
置
員
の

口
配
置
員
の
確
保

日
配
置
販
売
経
営

卿
家
庭
薬
の
輸
出

国
家
庭
薬
の
宣
伝

四（三）（二）㈲ つ
い
て
は
格
別
の
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

一
般
医
薬
品
工
業
と
の
競
争
に
も
耐
え
ら
れ
る
だ
け
の
実
力
を
備
え
る
た
め
企
業
合
理
化
の
促
進
。
と
く
に
本
県
製
薬
業
で
は
、
製
造
技
術
の
向
上
に

具
体
的
な
対
策
と
し
て

そ
の
た
め
工
場
設
備
も
整
備
し
、
自
家
試
験
を
行
う
な
ど
、
す
べ
て
の
施
策
を
強
力
に
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

生
産
増
強
策
と
し
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

家
庭
薬
の
輸
出
振
興

家
庭
薬
の
宣
伝
活
動

配
置
販
売
経
営
の
合
理
化

優
良
配
置
員
の
育
成
指
導

管
理
薬
剤
師
の
技
術
の
向
上

製
品
の
品
質
向
上
と
包
装
意
匠
の
研
究
改
善

製
造
設
備
の
近
代
化

経
営
の
改
善
合
理
化
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五
家
庭
薬
振
興
推
進
審
議
会
の
運
営
強
化
に
つ
い
て
家
庭
薬
の
振
興
を
推
進
す
る
た
め
知
事
の
諮
悶
に
応
じ
て
、
そ
の
計
画
の
樹
立
等
に
僕
し
読
査
審

議
す
る
本
会
の
運
営
を
更
に
強
化
し
薬
業
界
に
お
け
る
最
近
の
重
要
な
諸
問
題
に
つ
い
て
研
究
を
重
ね
て
い
る

六
薬
事
監
視
の
強
化
対
策
に
つ
い
て

勢
感
度
で
あ
る
く

今
後
の
問
題
点
と
し
て
は
資
金
の
有
効
な
る
使
用
方
法
並
び
に
返
済
手
段
に
つ
い
て
、
更
に
適
切
な
指
導
を
な
す
べ
き
で
あ
る
。

四
薬
業
組
織
団
体
の
強
化
育
成
指
導
対
策
に
つ
い
て
本
県
薬
業
団
体
は
次
の
と
お
り
で
あ
る

三
金
融
対
策
に
こ
し
て

と
強
力
な
協
力
が
望
ま
れ
る
。

組
一
合
の
名
翫
ｗ

奈
良
県
製
薬
協
同
組
合

奈
良
県
家
庭
薬
配
置
商
業
協
同
組
合

奈
良
県
薬
剤
師
協
会

奈
良
県
薬
業
士
会

奈
良
県
医
薬
品
販
売
協
同
組
合

奈
良
県
家
庭
薬
卸
協
同
組
合

奈
良
県
衛
生
材
料
協
同
組
合

そ
の
運
営
は
各
団
体
の
強
力
な
組
織
に
よ
り
、

奈
良
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
に
よ
り
市
中
銀
行
よ
り
受
け
る
融
資
と
、
国
民
言
金
融
公
庫
よ
り
受
け
る
も
の
と
が
あ
り
、
各
を
協
力
機
関
と
し
て
奈
良

県
配
置
薬
金
融
審
議
会
と
奈
良
県
家
庭
薬
配
置
商
業
協
同
組
合
事
業
資
金
委
員
会
と
が
あ
っ
て
努
力
し
て
お
り
、
金
融
機
関
側
も
協
力
を
惜
し
ま
な
い

そ
れ
ぞ
れ
自
主
的
に
目
的
達
成
の
た
め
に
努
力
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
更
に
組
織
債
の
緊
密

百
七
十
匹
名

三
千
三
百
五
名

三
百
名

百
九
十
名

四
名

三
百
七
十
二
名

三
十
二
名

組
合
貝
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更
に
製
薬
業
者
の
管
理
薬
剤
師
に
対
し
技
術
講
習
を
行
い
技
術
の
向
上
を
図
り
つ
つ
あ
る
。

八
薬
事
指
導
所
運
営
強
化
対
策
に
つ
い
て

薬
事
指
導
所
は
、
本
県
主
要
産
業
で
あ
る
配
置
家
庭
薬
業
の
振
興
を
は
か
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
、
製
薬
原
料
、
材
料
に
関
す
る
指
導
、
試
験
研

究
、
分
折
、
鑑
定
な
ら
び
に
処
方
の
改
善
、
品
質
の
改
良
、
包
装
の
工
夫
等
そ
の
業
務
内
容
は
、
多
種
多
様
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
充
実
に
つ
い
て
は
、

施
設
及
び
人
員
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。
昭
和
三
十
三
年
度
に
お
い
て
特
に
恒
温
恒
湿
器
を
設
備
完
了
し
、
品
質
及
び
包
装
の
改
善
防
湿
等
に
つ
い

共
に
、
そ
の
種
事
件
の
絶
滅
を
期
し
つ

七
薬
用
植
物
裁
培
指
導
対
策
に
つ
い
て

究
、
分
折
、
鑑
定
な
ら
び
に
処
方
の
改
善
、

施
設
及
び
人
員
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。
”

て
、
重
点
施
策
と
し
て
と
り
あ
げ
て
い
る
。

本
県
に
お
け
る
薬
用
植
物
の
裁
培
は
古
く
、
殊
に
品
質
の
良
さ
は
広
く
全
国
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
生
薬
の
特
質
か
ら
価
格
の
変

動
が
激
し
く
安
定
性
を
欠
く
た
め
、
そ
の
裁
培
も
年
な
減
少
の
傾
向
に
あ
る
が
、
県
内
開
拓
地
山
林
地
を
対
象
と
し
て
、
県
内
特
産
品
及
び
比
較
的
永

続
性
の
あ
る
薬
用
植
物
の
裁
培
指
導
を
行
う
べ
き
で
、
こ
れ
が
指
導
に
あ
た
っ
て
は
、
薬
草
増
産
指
導
員
（
二
名
を
委
嘱
）
を
督
励
し
、
関
係
機
関
の

協
力
を
得
て
強
力
に
推
進
す
る
。

本
県
に
お
い
て
は
、
医
薬
品
製
造
業
者
を
監
視
目
標
の
↓
重
点
と
し
薬
事
監
視
員
を
動
員
し
て
年
間
監
視
計
画
に
基
づ
き
、
監
視
取
締
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
個
々
に
発
生
す
る
要
監
視
対
象
を
確
実
に
捕
捉
し
て
、
無
登
録
、
無
許
可
の
製
造
販
売
、
不
良
並
び
に
不
正
表
示
医
薬
品
の
取
締
り
、
国
家

検
査
医
薬
品
の
抜
取
り
、
そ
の
他
各
種
の
試
験
検
査
を
厳
重
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
不
良
医
薬
品
、
無
登
録
、
無
許
可
医
薬
品
の
製
造
業
者
に
つ
い

て
は
、
徹
底
的
に
究
明
し
総
じ
て
法
律
に
従
っ
て
厳
重
に
処
理
す
る
一
方
説
明
会
、
講
習
会
を
随
時
開
催
し
て
、
法
規
違
反
の
未
然
防
止
に
努
め
る
と

共
に
、
そ
の
種
事
件
の
絶
滅
を
期
し
つ
つ
あ
る
。

違
反
件
数
が
年
々
増
加
し
、
配
置
薬
の
信
用
失
墜
が
お
そ
れ
ら
れ
る
。

医
薬
品
の
製
造
に
つ
い
て
は
、
総
べ
て
厚
生
省
の
方
針
に
基
き
薬
事
の
溌
視
取
締
り
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
最
近
厚
生
省
及
び
各
府
県
か
ら

家
庭
薬
の
品
質
に
つ
い
て
、
均
一
性
を
欠
く
と
か
、
主
成
分
に
問
題
が
あ
る
と
か
、
そ
の
他
販
売
上
の
所
定
の
手
続
き
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
か
等
の
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日
産
一
万
包
の
割
で
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
五
八
年
（
昭
和
三
三
）
に
は
二
号
機
、
翌

年
に
三
号
機
と
増
設
し
、
原
料
か
ら
製
品
ま
で
の
全
工
程
の
機
械
化
に
成
功
し
た
。

自
動
包
装
機
械
化
一
九
五
七
年
（
昭
和
一
一
三
）
、
三
光
丸
本
店
で
は
、
当
時
の
支
配
人
の
上
西
音

に
成
功
次
郎
が
社
長
に
「
手
作
業
の
包
装
を
機
械
化
す
る
よ
う
」
進
言
、
社
長
も
機

械
化
に
同
意
、
メ
ー
カ
ー
に
試
作
機
を
発
注
し
た
。

自
動
包
装
の
場
合
、
三
光
丸
は
独
特
の
五
角
型
の
包
紙
を
つ
づ
け
る
た
め
、
巻
取
紙
の
印
刷
、

打
ち
ぬ
き
の
ズ
レ
の
修
正
に
大
へ
ん
な
苦
労
の
す
え
、
第
一
号
機
が
で
き
上
り
、
運
転
の
結
果
、

近代化された工場

中
近
東
の
一
九
六
○
年
（
昭
迩
一
五
）
九

市
場
調
査
月
二
六
日
か
ら
一
○
月
二
五

日
ま
で
の
一
か
月
間
、
下
位
真
一
郎
奈
良
県
副
知

事
を
団
長
に
県
内
業
界
代
表
一
一
人
か
ら
な
る

「
中
近
東
市
場
調
査
団
」
が
結
成
さ
れ
、
香
港
．

ソ
・
ク
ウ
ェ
ー
ト
・
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
一
○
か
国

を
薬
の
見
本
を
持
っ
て
回
っ
た
○
参
加
さ
れ
た
増

田
弥
内
は
「
海
外
進
出
の
困
難
さ
を
痛
感
し
た
」

と
、
当
時
の
感
想
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

。
〃
イ
ラ
ン
・
イ
‐
ラ
ク
壷
・
レ
バ
ノ

年次別表4 輸出額

種’次’ 輸出額年
ロ
噸Ｉ 仕 向 地

一

沖縄・中近東・南釆・バン
コク

沖縄・バンコク

万円

4562 家庭薬・用具1961年(昭和36）
一一

1962年（〃37） 同2296

沖縄・タイ1963年（〃 1200 同38）
一一

1964年（〃39） 1163 同 同
一一－一○一一一一一一一一一一一 －－－ 字一一一●一一一一一一

『奈良県薬業史』寅料綱58頁
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ア
ン
プ
ル
一
九
六
五
年
（
昭
和
四
○
）
代
の
は
じ
め
、
薬
業
界
に
衝
撃
的
な
事
件
が
起
っ
た
。

か
ぜ
薬
事
件
か
ぜ
薬
の
ア
ン
プ
ル
事
件
で
あ
る
。

一
九
五
五
年
（
昭
和
三
○
）
代
の
後
半
か
ら
、
か
ぜ
薬
の
ア
ン
プ
ル
内
服
薬
は
、
薬
局
・
薬
店
で
も
の

す
ご
い
売
れ
行
き
を
象
せ
た
。
一
九
六
三
年
（
昭
和
三
八
）
に
は
各
府
県
が
配
置
薬
と
し
て
許
可
し
た
こ

と
か
ら
、
た
ち
ま
ち
、
全
国
の
配
置
業
者
の
売
り
上
げ
品
目
の
大
き
な
地
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
。

ア
ン
プ
ル
に
詰
め
ら
れ
た
液
状
の
た
め
、
新
薬
の
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
、
そ
の
一
本
を
手
軽
に
服
用
す
る

な
努
力
の
積
象
重
ね
が
今
日
見
る
輸
出
が
あ
る
の
で
あ
る
（
一
審
一
逼
鶏
六
）
。

近
代
化
資
金
全
国
配
置
家
庭
薬
協
議
会
の
機
会
あ
る
ご
と
の
厚
生
省
・
通
産
省
へ
の
陳
情
が
実
っ

対
象
業
種
に
て
、
一
九
六
三
年
（
昭
狸
一
天
）
七
月
二
四
日
、
設
備
近
代
化
資
金
の
貸
し
付
け
対
象

業
種
に
、
追
加
二
業
種
の
中
に
配
置
家
庭
医
薬
品
製
造
業
が
指
定
さ
れ
た
。

対
象
設
備
は
、
錠
剤
機
・
頚
粒
機
・
乾
燥
機
・
糖
衣
機
・
軟
膏
充
て
ん
機
・
自
動
包
装
機
・
自
動
分
包

機
・
ア
ン
プ
ル
充
て
ん
機
・
丸
剤
機
・
ス
タ
ン
プ
ミ
ル
な
ど
で
あ
っ
た
。

奈
良
県
は
県
独
自
の
近
代
化
資
金
貸
し
付
け
を
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
メ
ー
カ
ー
は
、
こ
の
業
種
指
定

に
よ
り
貸
し
付
け
が
有
利
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

３
建
設
時
代
の
薬
業

表5 年次別貸し付け状況
－一一一一一＝

》
幸

_塗宣幽土盤謎i_|一堂堕睡璽

鵜鍵至|幸
年次

1963年(昭和38）
－－

1964年（〃39）ウ

1965年（〃40）
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